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①学校、学部、学級での目標の共有

②適切な教育課程

③児童生徒に適切な教材、教具の設置と管理

④校内の安全な環境

⑤校内の清掃及び整理整頓

⑥個人情報の管理の徹底

⑦児童生徒個々の実態把握と適切な目標の設定

⑧個別の教育支援計画と個別の指導計画の策定

⑨指導の工夫

⑩学校行事の充実

⑪積極的な学習評価と改善

⑫人権教育の充実と尊重した関わり

⑬健康や安全に関わる指導の充実

⑭学部間や学年間での指導状況の引き継ぎ

⑮進路に関する指導と情報提供

⑯地域資源の活用

⑰教職員研修の充実と指導場面での活用

⑱保護者との懇談の充実と積極的な連携

⑲医療や福祉等の関係機関との積極的な連携

⑳ＰＴＡ活動の充実

㉑開かれた学校

R5 保護者アンケート結果

A B C D E



A B C D E 計
(人) (人) (人) (人) (人) (人)

1 82 48 4 1 10 145 56.6% 33.1% 2.8% 0.7% 6.9% 89.7% 93.0% -3.3% ↓

2 80 56 2 1 6 145 55.2% 38.6% 1.4% 0.7% 4.1% 93.8% 95.8% -2.0% →

3 80 57 2 0 6 145 55.2% 39.3% 1.4% 0.0% 4.1% 94.5% 92.3% 2.2% →

4 63 67 7 2 6 145 43.4% 46.2% 4.8% 1.4% 4.1% 89.7% 85.9% 3.7% ↑

5 75 60 8 0 2 145 51.7% 41.4% 5.5% 0.0% 1.4% 93.1% 92.3% 0.8% →

6 97 46 2 0 0 145 66.9% 31.7% 1.4% 0.0% 0.0% 98.6% 93.7% 5.0% ↑

7 83 51 5 0 6 145 57.2% 35.2% 3.4% 0.0% 4.1% 92.4% 92.3% 0.2% →

8 91 52 1 0 1 145 62.8% 35.9% 0.7% 0.0% 0.7% 98.6% 96.5% 2.1% →

9 74 55 3 0 13 145 51.0% 37.9% 2.1% 0.0% 9.0% 89.0% 90.8% -1.9% →

10 73 57 7 1 7 145 50.3% 39.3% 4.8% 0.7% 4.8% 89.7% 91.5% -1.9% →

11 94 47 2 1 1 145 64.8% 32.4% 1.4% 0.7% 0.7% 97.2% 93.7% 3.6% ↑

12 56 64 4 0 21 145 38.6% 44.1% 2.8% 0.0% 14.5% 82.8% 85.2% -2.5% →

13 58 62 4 0 21 145 40.0% 42.8% 2.8% 0.0% 14.5% 82.8% 85.2% -2.5% →

14 57 59 14 1 14 145 39.3% 40.7% 9.7% 0.7% 9.7% 80.0% 73.9% 6.1% ↑

15 69 57 8 1 10 145 47.6% 39.3% 5.5% 0.7% 6.9% 86.9% 84.5% 2.4% →

16 54 67 8 1 15 145 37.2% 46.2% 5.5% 0.7% 10.3% 83.4% 79.6% 3.9% ↑

17 73 58 7 1 6 145 50.3% 40.0% 4.8% 0.7% 4.1% 90.3% 89.4% 0.9% →

18 85 52 4 0 4 145 58.6% 35.9% 2.8% 0.0% 2.8% 94.5% 94.4% 0.1% →

19 63 60 6 1 15 145 43.4% 41.4% 4.1% 0.7% 10.3% 84.8% 83.8% 1.0% →

20 71 57 1 0 16 145 49.0% 39.3% 0.7% 0.0% 11.0% 88.3% 88.7% -0.5% →

21 58 62 8 0 17 145 40.0% 42.8% 5.5% 0.0% 11.7% 82.8% 83.8% -1.0% →

子どもにとって必要な学習内容を選んで教

えている。

担任だけでなく、学校・学部で子どもの教

育について考え、取り組んでいる。

NO. A＋B 昨年度

※昨年度

子どもの教育が効果的になるよう、時間割

や生活の流れを工夫している。

分かりやすく学習できるように、いろいろな

教材教具の整備や工夫をおこなっている。

学校の施設は危険な場所がないよう安全

に保たれている。

学校は掃除がされて、清潔さを維持してい

る。

個人情報の保護について配慮している。

教師は障害のある子どもの教育についての

知識があり、ニーズに応じた支援にあたって

いる。

懇談では学校から積極的な話があり、連携

しようとしている。

学校は、必要に応じて医療、労働、福祉など

の関係機関と連携して、教育支援に努めよ

うとしている。

個別の教育支援計画などを使って子どもの

指導に関する説明をしている。

子どもの興味関心をよくつかんで指導をし

ている。

学校で行われている行事（時期や内容な

ど）は適切である。

連絡帳、通信、個別の指導計画などで子ど

もの様子をよく伝えている。

人との関わり方、社会ルール、人権（いじ

め）などについて指導している。

健康や命の大切さ、事故やけがの予防など

について指導している。

※前年比については、±３％は変化なしと判断（→）、＋３％以上（↑）、ｰ３％以下（↓）

令和５年度　学校自己評価アンケート結果【保護者】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D：全く達成できていない　　　E：よくわからない

評価　　　　　　　A：よく達成できている　　　B：概ね達成できている　　　C―あまり達成できていない 回収率

学校は保護者と協力して、ＰＴＡ活動を盛り

上げようと取り組んでいる。

学校は保護者や外部へ積極的に情報発信

を行っていて、保護者や地域の方々に行事

を通して理解推進・地域連携を図っている。

質問項目

学年や学部が変わっても、引き継ぎができ

ている。

将来について考えることができる進路に関

する情報提供や、相談等がもたれている。

居住地校交流、地域交流、ボランティアの活

用、近隣の公民館や商店などの施設の利

用を通して、社会性の育成に努めている。

91.6%

90.6%

A B C D E 前年比


